
執筆動機

私達が論文を執筆し、懸賞論文に応募

した動機は、目に見える成果を残したか

ったからです。何故成果を残したかった

のか、その理由は 2つあります。1つ目に、

同ゼミにおける多くの歴代の先輩方がこ

の懸賞論文に応募し、受賞していたのを

知り、私達もその良き伝統を引き継ぎた

いと強く思ったからです。2つ目に、将来、

大学でこれを学んだと胸を張れるものが

欲しかったからです。その意味で、成果

が目に見えづらい勉学において、この懸

賞論文に選ばれるという客観的な評価が

自信に繋がると考えました。

論文の内容

新規上場時に既存の大株主が株式を売

却することを主幹事証券との契約によっ

て防止するロックアップ契約という制度に

ついて考察したものです。証券会社は、

本契約が需給関係を安定させるためのも

のであるとするが、実際は、供給を絞る

ことにより初値が過熱し、結果的に上場

直後の株価の乱高下を引き起こしている

ことを実証研究により示しました。

執筆にあたってのエピソード

私達の研究テーマはとにかく先行研究

が少なかったうえ、論文に関する知識も

あまりなかったので、とにかく時間がかか

りました。22号館で昼夜問わず論文を書

き続けたのは良い思い出です。また、振

り返ると本当に多くの方にお世話になりま

した。ゼミの先輩やOB、大村教授には、

毎週のように論文を見て頂きました。さ

らに、先行研究をされた九州産業大学の

船岡教授にも直接アドバイスを頂きまし

た。この場を借りて、感謝申し上げます。

後輩の皆さんへのメッセージ

論文を作成するという経験は、学生時

代にしかできない貴重な経験です。実際

にやっている時は辛いことも多いと思いま

すが、論文が完成し、賞を受賞できた時

の喜びは何にも代えがたいものです。ま

た、論文を書くという一つのことから知

識だけではなく、文章の書き方等、多く

のことを学ぶことができます。ぜひ、後

輩の皆さんも入賞を目指して懸賞論文を

作成することを強くお勧めします。
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